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日中対照言語学会会報(№62) 

2023 年 1 月 14 日（土）発行   会報担当：彭飛 竹島毅 古賀悠太郎 
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１．2022 年度第 2 回拡大理事会議事録 

日 時：2022 年 12 月 18 日（日）16：35～17：20（第 47 回全国大会閉幕後） 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

出席者：安藤好恵、石井宏明、犬塚優司、王安、王学群、岡原嗣春、岡本俊裕、勝川裕子、 

加藤晴子、古賀悠太郎、呉川、齋藤貴志、施建軍、下地早智子、謝平、続三義、 

戦慶勝、曹泰和、竹島毅、趙海城、張黎、丁雷、豊嶋裕子、新田小雨子、平山邦彦、

福田翔、藤田昌志、彭飛、丸尾誠、森山美紀子、安本真弓、楊彩紅、楊麗栄、劉驫、

路浩宇、魯暁琨。(以上 36 名。50 音順、敬称略) 

[報告事項] 

1. 各委員会の報告が行われた。主な内容は以下の通りである。 

①研究誌編集委員会（報告者：下地早智子委員長）  

  (1)学会誌第 25 号は 2022 年 9 月 30 日に投稿が締め切られ、22 本の投稿があり、このうち

受理の 18 本について査読が順調に進んでいる（4 本は不受理）ということ、(2)学会誌電子

版の発行について、現在、白帝社・彭飛会長・学会 HP 担当の上地宏一氏の三者で協議中で

あり、2023 年 1 月に ISSN-L を申請予定であるということなどが報告された。 

②事務運営委員会（報告者：安本真弓委員長） 

  (1)2022 年 8 月に本学会専用の Zoom アカウントを購入し月例会などで活用されているこ

と、(2)中国分科会の設立について、特に、中国分会にも事務局が設置されたことによって今

後は中国国内在住の会員からの会費の徴収もスムーズになり、中国会員に対するサービスの

充実が期待できることなどが報告された。 

③対外連携委員会（報告者：呉川委員長） 

  (1)2022 年 11 月 26 日、中国在住会員のオンライン交流会が開催され、中国分会の立ち上

げについても協議が持たれたこと、(2)于飛氏（大連外国語大学）が中国分会の会長に選出さ

れるなど、中国分会の役員（会長・副会長・顧問・事務局）のメンバーが選出されているこ

となどが報告された。そして、この報告の直後、本理事会で全てのメンバーが承認された（下

記に「中国分会役員名簿」を掲載）。 

④特集編集委員会（報告者：王学群委員長） 

  次回の特集号『中国語と日本語のやりもらい』について、2022 年 12 月 18 日の投稿締め切

り時点では投稿数が非常に少ないということが報告された。 

2. 曹泰和会計担当と苗芡運営事務委員より、今年度の会計状況と会員数に関する報告があっ

た（苗芡氏の部分については安本真弓運営事務委員長が代理で報告）。 

曹会計担当：会計状況については、2022 年 12 月 15 日現在で残高 2,860,882 円であり、8 月 
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以降の主な支出としては「Zoom 契約料」の 22,110 円などが挙げられる。また、会員数は 12

月 16 日現在で 324 名、うち 53 名は中国など海外在住会員である。 

[審議事項] 

1. 中国国内会員の研究誌送付など 

彭飛会長より、中国会員は中国国内に設けた学会の口座に会費を納入すること、そして中

国会員に対しては学会誌は電子版を送付する（紙媒体の送付は行わない）ということが提案

され、受理された。 

 

２．中国分会役員名簿 

 中国分科会の役員が 12 月 18 日の拡大理事会において以下のとおり承認された。 

会 長： 于飛  <大連外国語大学日本語学院院長> 

副会長： 楊玲  <北京第二外国語大学日本語学院院長> 

朱鵬霄 <天津外国語大学日本語学院院長> 

盛文忠 <上海外国語大学日本語学院副院長> 

江涛  <西安外国語大学日本語学院副院長> 

姚艶玲 <大連外国語大学日本語学院教授> 

顧  問： 施建軍 <上海外国語大学> 

時衛国 <山東大学> 

事務局（秘书处）：秘书长  姚艶玲 <大連外国語大学日本語学院教授> 

副秘书长 孫成志 <大連理工大学外国語学院副院長> 
 

３．2022 年度第 47 回全国大会報告 

日中対照言語学会第 47 回大会は予定通り、2022 年 12 月 18 日（日）、オンラインで開催され 

た。会員はもとより、非会員の方も数多く出席し、ピーク時には 150 名ものアクセスがあり、

多様な研究発表と活発な討論が行われた。 

記 

日 時： 2022 年 12 月 18 日（日）9：25～16：25 

会 場： オンライン会議（zoom） 

参加費： 無料（会員、非会員共通） 

プログラム 

9：25～9：30  開会の辞：副会長 竹島 毅（大東文化大学）  

9：35～11：40  午前の部（分科会 A／分科会 B の 2 部制） 

【分科会 A】 総合司会：岡原丞良（関西大学） 

研究発表 A-1．痛みを表す直喩表現の日中対照研究─喩える表現の対照を中心に─ 

張 潼（金沢大学大学院） 

研究発表 A-2．心、HEART、こころ─中国語、英語、日本語における多義語の認知言語学的研 

究─                                                             李 暁倩（奈良女子大学大学院） 

司会：王 安（法政大学） 

研究発表 A-3．疑问词＋“来着”的互动功能的探讨  

呉 青青（長崎外国語大学）・共同発表者：郭 恩華（中国海洋大学） 

研究発表 A-4． 『紅楼夢』前八十回における形容詞重畳式の文成分について─認知言語学の視 

点から─                                                                                                  胡 春艶（大東文化大学大学院） 

司会：王 学群（東洋大学） 
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【分科会 B】 総合司会：楊彩虹（北海道大学） 

研究発表 B-1．中国語における願望表現“如果 p 就好了”の反事実的解釈について  

王 芸嬛（お茶の水女子大学）  

研究発表 B-2．中国語存現文の構文拡張とそのメカニズム  

張 岩（安徽工程大学外国語学院）・共同発表者：張 黎（大阪産業大学）  

司会：平山 邦彦（拓殖大学）  

研究発表 B-3．中国語における再帰代名詞“自己”の述語の意味制限について ─ 日本語の 

「自分」との対照を兼ねて─                                                                                                                                                                                                                      張 雨（名古屋大学大学院） 

研究発表 B-4．互动视角下的“就是说”类话语标记研究：作为回述他人话轮的前置词  

陳 力（神田外語大学） 

司会：下地 早智子（神戸市外国語大学） 

11：40～13：00  昼休憩  

13：00～14：00 基調講演 汉语情态副词研究的方法论思考 

 趙 春利（暨南大学文学中文系） 

 司会：張 黎（大阪産業大学） 

14：10～16：15 午後の部（分科会 A／分科会 B の 2 部制） 

【分科会 A】 総合司会：岡原丞良（関西大学）  

研究発表 A-5．中国語“很 N”構文の意味用法の記述的研究─「N ぽい」の対照を通して─ 

楊 迪（名古屋大学大学院） 

研究発表 A-6．セッカクと中国語における対訳研究─「好（不）容易」「特意」「難得」を中心

に─                                                                   許 燕（名古屋大学大学院） 

司会：続 三義（東洋大学） 

研究発表 A-7．意見文における接続表現から見た文脈展開─日本語母語話者と中国語を母語と

する日本語学習者の比較─                      桐澤 絵里奈（国際医療福祉大学） 

研究発表 A-8．中国語母語話者日本語学習者の「の→を」「を→の」の誤用研究  

孫 之依（関西学院大学大学院） 

司会：勝川 裕子（名古屋大学） 

【分科会 B】 総合司会：楊彩虹（北海道大学） 

研究発表 B-5．日中両言語の評価とりたて表現の対照研究─「なんて」「なんか」「など」と“什

么”の関連表現を中心に─                              李 哲（常州工学院・新潟大学大学院） 

研究発表 B-6．日本語の「ノダ」と中国語の「可」の対照研究─認識要請の観点から─ 

趙 武陽（立命館大学大学院）  

司会：安本 真弓（跡見学園女子大学）  

研究発表 B-7．会话中插话现象的研究─基于中日对照研究的视角─ 

張 筱婷（宇都宮大学大学院）  

研究発表 B-8．“是…的”句日中教材对比分析及教学策略  

畢 文涛（北京語言大学東京校） 

司会：加藤 晴子（東京外国語大学） 

16:15～16:20 閉幕の辞：会長 彭 飛（京都外国語大学）  

※ 閉幕後に拡大理事会が開催された。 

 



4 

 

４．月例会報告（2022 年 9 月～11 月） ※詳細は当学会 HP に掲載 

■日 時：2022 年 9 月 17 日（土）17：00～19：00（オンライン形式） 

発表者：曹 泰和（明海大学外国語学部中国語学科准教授） 

テーマ：日中対照の視点から見る疑問を表す“什么”の意味的特徴 

■日 時：2022 年 10 月 15 日（土）17：00～19：00（オンライン形式） 

発表者：徐 佳（愛知大学大学院中国研究科博士後期課程） 

テーマ：日中広告コピーにおけるダブルミーニング表現に関する考察 

■日 時：2022 年 11 月 19 日（土）17：00～19：00（オンライン形式） 

発表者：陳 紫軒（関西外国語大学大学院言語文化研究科博士後期課程） 

テーマ：和製新漢語に関する研究 準和製新漢語の提起 

 

 事務局より  

1） 学会の入会申請は、日中対照言語学会のホームページ上で受け付けております。申請がで

きなかった場合は入会担当の苗芡副委員長（xiang9778@hotmail.com）、または安本真弓事務

局長（yasumoto@cap.ocn.ne.jp）までご連絡ください。年会費は社会人 4,000 円、院生 2,000

円となっております。 

2）【年会費の納入願い】 

年会費は、郵便振込用紙を送付しておりますので、ご納入いただきますようお願いいたし

ます。何かご不明な点がありましたら、会計担当の曹泰和副委員長（soutaiwa@meikai.ac.jp）

にお問い合わせください。 

3） 学会会報、大会、月例会開催などの通知は、ホームページに掲載するほか、メールでもご

連絡しております。アドレスが不明の方がいらっしゃいますので、ぜひ事務運営委員会

（xuehuijimu@googlegroups.com）までお知らせいただきますようお願いいたします。アド

レスの変更に関しても同様にお願いいたします。 

4）【月例会発表者募集中】  

月例会発表者は随時募集しております。ご発表を希望される方は、月例会運営委員会

（rizhongduizhaoyanyuxuehui@hotmail.com）までお申し込みください。なお、申込に関する

詳細情報などはホームページ上でご案内しております。 

5）【中国在住会員の年会費納入及び学会誌送付】 

  年会費（一般会員：200 人民元、学生会員：100 人民元）は会計年度（毎年 4 月 1 日～翌 

年 3 月 31 日）内にご納入ください。納入方法（中国国内銀行の振込口座情報等）に関し

てはすでに中国在住会員にお知らせしておりますが、ご不明な方はメールにて中国分会事

務局（rzyydzfh@163.com）にお問い合わせください。 

  学会誌については、準備が整い次第、電子版を送付する予定です。 

6） 2024 年 1 月発行予定の特集号『日本語と中国語のやりもらい表現』の原稿募集を先日締切 

ましたが、投稿本数がやや少ないため、締切を 3 月 31 日（金）まで延長することとなり 

ました。皆様奮って御執筆くださるようお願い致します。詳細は学会ホームページをご覧 

ください。 

             

mailto:xiang9778@hotmail.com
mailto:yasumoto@cap.ocn.ne.jp
mailto:soutaiwa@meikai.ac.jp
mailto:xuehuijimu@googlegroups.com
mailto:rizhongduizhaoyanyuxuehui@hotmail.com）まで
mailto:rzyydzfh@163.com

